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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】脱脂処理に要するコストを低減しながら、光学
シートの油汚れの発生を抑制することができる表示装置
を提供する。
【解決手段】液晶セルと、該液晶セルの背面側に配置さ
れたリアフレーム８と、該液晶セルとリアフレーム８と
の間に配置され、且つ、該液晶セルの背面に向けて光を
照射するためのバックライトユニットと、該液晶セルと
該バックライトユニットとの間に配置された拡散シート
３８と、リアフレーム８に取り付けられ、且つ、拡散シ
ート３８を支持するための支持部材６６と、を備え、拡
散シート３８には、支持部材６６が挿入される支持孔５
４が設けられている。
【選択図】図４



(2) JP 2014-224945 A 2014.12.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示するための表示装置であって、
　表示パネルと、
　前記表示パネルの背面側に配置された背面部材と、
　前記表示パネルと前記背面部材との間に配置され、且つ、前記表示パネルの背面に向け
て光を照射するためのバックライトユニットと、
　前記表示パネルと前記バックライトユニットとの間に配置された光学シートと、
　前記背面部材に取り付けられ、且つ、前記光学シートを支持するための支持部材と、を
備え、
　前記光学シートには、前記支持部材が挿入される支持孔が設けられている
　表示装置。
【請求項２】
　前記背面部材は、前記光学シートに向けて突出するリブを有しており、
　前記支持部材は、キャップ状に構成され、且つ、前記リブの外周部を覆うようにして前
記リブに取り付けられる
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記支持部材の前記背面部材側の端部には、前記支持部材の径方向外側に延びるフラン
ジ部が設けられている
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記支持部材は、弾性材料で形成されている
　請求項２又は３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記支持部材の前記背面部材側と反対側の端部には、テーパ部が設けられている
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記支持部材は、
　前記光学シートの前記支持孔に挿入される支持部と、
　前記支持部の前記背面部材側の端部に設けられ、且つ、前記背面部材に取り付けられる
取付部と、を有している
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記支持部材は、さらに、前記支持部に設けられ、且つ、前記光学シートの前記支持孔
の周縁部に弾性的に押し当てられるフック部を有している
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記フック部は一対設けられ、
　前記一対のフック部は、前記支持部を挟んで略対称に配置されている
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記背面部材は、前記表示装置の背面側に配置された樹脂製の背面筐体である
　請求項１～８のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記背面部材は、前記バックライトユニットからの熱を放熱するためのヒートシンクで
ある
　請求項１～８のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、画像を表示するための表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば液晶テレビジョン受像機等のように、表示パネルの背面に向けて光を照射するバ
ックライトユニットを備えた表示装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この表示装置の筐体は、表示パネルの外周部を覆うようにして配置された樹脂製のフロ
ントキャビネットと、表示パネルの背面側に配置された樹脂製のリアフレームと、を有し
ている。リアフレームの内面側には、例えばエッジライト方式のバックライトユニットが
配置されている。バックライトユニットは、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）バー及び導光板で構成されている。ＬＥＤバーからの光は、導光板の側面に入
射した後に、導光板の主面から表示パネルの背面に向けて出射する。
【０００４】
　さらに、導光板と表示パネルとの間には、例えば拡散シート等の光学シートが配置され
ている。光学シートの上端部には、支持孔が設けられている。この光学シートに関連して
、リアフレームの内面側における上端部には、光学シート側に向けて突出するリブが設け
られている。光学シートは、リブが支持孔に挿入されることにより、リブから吊り下げら
れるようにしてリアフレームに支持されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４３２１１９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した従来の表示装置では、次のような課題が生じる。リアフレームを金型により成
型する際には、例えば離型剤等の油が用いられる。このような油がリアフレームのリブに
付着した状態で、リブが光学シートの支持孔に挿入された場合には、リブから光学シート
に油が滲み出してしまう。これにより、光学シートが油で汚れてしまい、表示パネルに表
示される画像の画質が低下するおそれがある。
【０００７】
　なお、上述した課題を解決するために、例えば、リアフレームを成型した後に、リブに
付着した油を除去する脱脂処理を行う方法が考えられる。しかしながら、このような方法
では、リアフレーム全体を脱脂処理可能な大型の洗浄装置が必要となるため、脱脂処理に
要するコストが増大してしまう。
【０００８】
　本発明は、上述した課題を解決しようとするものであり、その目的は、脱脂処理に要す
るコストを低減しながら、光学シートの油汚れの発生を抑制することができる表示装置を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る表示装置は、画像を表示するための
表示装置であって、表示パネルと、前記表示パネルの背面側に配置された背面部材と、前
記表示パネルと前記背面部材との間に配置され、且つ、前記表示パネルの背面に向けて光
を照射するためのバックライトユニットと、前記表示パネルと前記バックライトユニット
との間に配置された光学シートと、前記背面部材に取り付けられ、且つ、前記光学シート
を支持するための支持部材と、を備え、前記光学シートには、前記支持部材が挿入される
支持孔が設けられている。
【００１０】
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　本態様によれば、光学シートの支持孔には、背面部材に取り付けられた支持部材が挿入
される。これにより、表示装置の製造工程において背面部材に離型剤等の油が付着した場
合であっても、光学シートが背面部材に直接触れることがないので、油が光学シートに滲
み出すのを抑制することができる。その結果、光学シートの油汚れに起因する、表示パネ
ルに表示される画像の画質低下を抑制することができる。なお、支持部材に離型剤等の油
が付着している場合には、支持部材に付着した油を除去する脱脂処理を行えばよい。この
とき、支持部材を脱脂処理するための洗浄装置は、背面部材全体を脱脂処理可能な洗浄装
置と比べて小型のもので済むので、支持部材の脱脂処理に要するコストを低減することが
できる。
【００１１】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記背面部材は、前記光学シートに
向けて突出するリブを有しており、前記支持部材は、キャップ状に構成され、且つ、前記
リブの外周部を覆うようにして前記リブに取り付けられるように構成してもよい。
【００１２】
　本態様によれば、キャップ状の支持部材は、リブの外周部を覆うようにしてリブに取り
付けられるので、表示装置の製造工程においてリブに離型剤等の油が付着した場合であっ
ても、光学シートがリブに直接触れることがない。これにより、油が光学シートに滲み出
すのを抑制することができる。
【００１３】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記支持部材の前記背面部材側の端
部には、前記支持部材の径方向外側に延びるフランジ部が設けられているように構成して
もよい。
【００１４】
　本態様によれば、支持部材の背面部材側の端部にはフランジ部が設けられているので、
光学シートが背面部材に直接触れるのをより一層確実に抑制することができる。
【００１５】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記支持部材は、弾性材料で形成さ
れているように構成してもよい。
【００１６】
　本態様によれば、支持部材は弾性材料で形成されているので、光学シートの支持孔の周
縁部は、支持部材の外周面に食い込むようになる。これにより、光学シートの支持部材に
対する動きが抑制される。その結果、光学シートが複数枚重ね合わされている場合に、複
数の光学シートが互いに擦れるのを抑制することができ、擦れに起因する複数の光学シー
トの各々の表面の傷付きを抑制することができる。
【００１７】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記支持部材の前記背面部材側と反
対側の端部には、テーパ部が設けられているように構成してもよい。
【００１８】
　本態様によれば、支持部材の背面部材側と反対側の端部にはテーパ部が設けられている
ので、支持部材を光学シートの支持孔にスムーズに挿入することができる。
【００１９】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記支持部材は、前記光学シートの
前記支持孔に挿入される支持部と、前記支持部の前記背面部材側の端部に設けられ、且つ
、前記背面部材に取り付けられる取付部と、を有しているように構成してもよい。
【００２０】
　本態様によれば、支持部材は支持部及び取付部を有しているので、支持部材を、光学シ
ートを背面部材に支持させるためのリブとして機能させることができる。
【００２１】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記支持部材は、さらに、前記支持
部に設けられ、且つ、前記光学シートの前記支持孔の周縁部に弾性的に押し当てられるフ
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ック部を有しているように構成してもよい。
【００２２】
　本態様によれば、支持部材はフック部を有しているので、フック部は、光学シートの支
持孔の周縁部に弾性的に押し当てられる。これにより、光学シートの支持部材に対する動
きが抑制される。その結果、光学シートが複数枚重ね合わされている場合に、複数の光学
シートが互いに擦れるのを抑制することができ、擦れに起因する複数の光学シートの各々
の表面の傷付きを抑制することができる。
【００２３】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記フック部は一対設けられ、前記
一対のフック部は、前記支持部を挟んで略対称に配置されているように構成してもよい。
【００２４】
　本態様によれば、一対のフック部は、支持部を挟んで略対称に配置されているので、光
学シートの支持部材に対する動きをより一層効果的に抑制することができる。
【００２５】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記背面部材は、前記表示装置の背
面側に配置された樹脂製の背面筐体であるように構成してもよい。
【００２６】
　本態様によれば、背面部材を樹脂製の背面筐体で構成することができる。
【００２７】
　例えば、本発明の一態様に係る表示装置において、前記背面部材は、前記バックライト
ユニットからの熱を放熱するためのヒートシンクであるように構成してもよい。
【００２８】
　本態様によれば、背面部材をヒートシンクで構成することができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明の一態様に係る表示装置によれば、脱脂処理に要するコストを低減しながら、光
学シートの油汚れの発生を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】実施の形態１に係る表示装置の外観を示す図である。
【図２】図１中のＡ－Ａ線により切断した表示装置の要部断面図である。
【図３】３枚の光学シートを示す斜視図である。
【図４】表示装置の一部を分解した状態を示す要部分解斜視図である。
【図５】支持部材をリブに取り付ける前の状態を示す要部斜視図である。
【図６】支持部材を示す斜視図である。
【図７】支持部材をリブに取り付けた状態を示す要部斜視図である。
【図８】３枚の光学シートをリアフレームに支持させた状態を示す要部斜視図である。
【図９】実施の形態２に係る表示装置の支持部材をリブに取り付ける前の状態を示す要部
斜視図である。
【図１０】実施の形態２に係る表示装置の支持部材をリブに取り付けた状態を示す要部斜
視図である。
【図１１】実施の形態３に係る表示装置の支持部材をリブに取り付けた状態を示す要部斜
視図である。
【図１２】実施の形態４に係る表示装置の支持部材をリアフレームに取り付ける前の状態
を示す要部斜視図である。
【図１３】実施の形態４に係る表示装置の支持部材を示す斜視図である。
【図１４】実施の形態５に係る表示装置の支持部材をリアフレームに取り付ける前の状態
を示す要部斜視図である。
【図１５】実施の形態５に係る表示装置の支持部材をリアフレームに取り付けた状態を示
す要部斜視図である。



(6) JP 2014-224945 A 2014.12.4

10

20

30

40

50

【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、以下で説明
する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。以下の実施の
形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態等は、一
例であり、本発明を限定する主旨ではない。本発明は、特許請求の範囲によって特定され
る。よって、以下の実施の形態における構成要素のうち、独立請求項に記載されていない
構成要素については、本発明の課題を達成するのに必ずしも必要ではないが、より好まし
い形態を構成するものとして説明される。
【００３２】
　（実施の形態１）
　［表示装置の全体構成］
　まず、図１及び図２を参照しながら、実施の形態１に係る表示装置の全体構成について
説明する。図１は、実施の形態１に係る表示装置の外観を示す図である。図２は、図１中
のＡ－Ａ線により切断した表示装置の要部断面図である。
【００３３】
　図１及び図２に示すように、本実施の形態の表示装置２は、筐体４を備えた液晶テレビ
ジョン受像機である。筐体４は、フロントキャビネット６及びリアフレーム８（背面部材
及び背面筐体の各々を構成する）が相互に組み合わされることにより構成されている。
【００３４】
　フロントキャビネット６は、枠状に構成されており、後述する液晶セル１０（表示パネ
ルを構成する）の外周部を覆うようにして配置されている。リアフレーム８は、液晶セル
１０の背面側を覆うようにして配置されている。すなわち、リアフレーム８は、表示装置
２の背面側に配置されている。リアフレーム８の下端部には、筐体４を下方より支持する
ためのスタンド１２が取り付けられている。なお、フロントキャビネット６及びリアフレ
ーム８はそれぞれ、例えば樹脂で形成されている。
【００３５】
　図２に示すように、筐体４の内部には、ヒートシンク１４（背面部材を構成する）、バ
ックライトユニット１６、３枚の光学シート１８、モールドフレーム２０、液晶セル１０
及びベゼル２２が配置されている。
【００３６】
　ヒートシンク１４は、平板状の放熱部２４と、放熱部２４の一端部から液晶セル１０側
に向けて略垂直に延びる装着部２６と、を有している。すなわち、ヒートシンク１４の断
面形状は、略Ｌ字状である。放熱部２４は、ネジ（図示せず）によりリアフレーム８の内
面に取り付けられている。装着部２６は、後述する導光板３０の側面３０ａに対向して配
置されている。なお、ヒートシンク１４は、熱伝導性の高い金属、例えばアルミニウム等
で形成されている。
【００３７】
　バックライトユニット１６は、例えばエッジライト方式のバックライトユニットであり
、リアフレーム８と液晶セル１０との間に配置されている。バックライトユニット１６は
、液晶セル１０の背面１０ａに向けて光を照射するためのものである。バックライトユニ
ット１６は、ＬＥＤバー２８、導光板３０及び反射シート３２を有している。
【００３８】
　ＬＥＤバー２８は、配線基板３４及び複数のＬＥＤ３６を有している。配線基板３４は
、長尺状の板状に構成されている。配線基板３４は、熱伝導性を有する両面テープ（図示
せず）により、ヒートシンク１４の装着部２６に取り付けられている。なお、配線基板３
４は、熱伝導性の高い金属、例えばアルミニウム等で形成されている。複数のＬＥＤ３６
は、配線基板３４上に実装されている。複数のＬＥＤ３６は、配線基板３４の長手方向（
すなわち、Ｙ軸方向）に沿って一列に、且つ、間隔を置いて実装されている。複数のＬＥ
Ｄ３６の各々は、例えばチップ型のＬＥＤである。
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【００３９】
　導光板３０は、矩形状に構成されている。導光板３０の主面３０ｂは、液晶セル１０の
背面１０ａに対向して配置されている。導光板３０の側面３０ａは、複数のＬＥＤ３６の
各々に対向して配置されている。導光板３０は、例えばゴム材等で形成されたクッション
部材３７を介して、ヒートシンク１４の放熱部２４に支持されている。
【００４０】
　反射シート３２は、導光板３０の背面３０ｃ（すなわち、主面３０ｂとは反対側の面）
を覆うようにして配置されている。反射シート３２は、導光板３０の側面３０ａから入射
した光を主面３０ｂに向けて反射する機能を有している。
【００４１】
　３枚の光学シート１８の各々は、例えば拡散シート３８、レンズシート４０及び保護シ
ート４２である。なお、以下の説明では、拡散シート３８、レンズシート４０及び保護シ
ート４２をまとめて「３枚の光学シート１８」と呼ぶことがある。拡散シート３８は、導
光板３０の主面３０ｂから出射した光を拡散する機能を有している。レンズシート４０は
、拡散シート３８により拡散された光を液晶セル１０の背面１０ａに導く機能を有してい
る。保護シート４２は、拡散シート３８及びレンズシート４０を保護するためのものであ
る。拡散シート３８、レンズシート４０及び保護シート４２は、相互に重ね合わされた状
態で、導光板３０の主面３０ｂを覆うようにしてリアフレーム８に支持されている。本実
施の形態の表示装置２では、上述した３枚の光学シート１８をリアフレーム８に支持する
構造に特徴がある。３枚の光学シート１８の支持構造については後述する。
【００４２】
　モールドフレーム２０は、枠状に構成されており、リアフレーム８の開口部８ａに取り
付けられている。モールドフレーム２０は、液晶セル１０の外周部をその背面１０ａ側よ
り支持するためのものである。モールドフレーム２０の一部は、液晶セル１０の外周部と
導光板３０の外周部との間に配置されている。
【００４３】
　モールドフレーム２０の裏面（すなわち、導光板３０側の面）には、第１の突起４４が
設けられている。第１の突起４４の先端部は、導光板３０の主面３０ｂに接触している。
第１の突起４４は、モールドフレーム２０と導光板３０の外周部との間に空間４６を形成
するためのものである。この空間４６には、上述した３枚の光学シート１８の各々の外周
部が配置されている。
【００４４】
　モールドフレーム２０の表面（すなわち、液晶セル１０側の面）には、第２の突起４８
が設けられている。第２の突起４８は、モールドフレーム２０と後述するベゼル２２との
間に空間５０を形成するためのものである。この空間５０には、液晶セル１０の外周部が
配置されている。
【００４５】
　液晶セル１０は、矩形状のパネル状に構成されている。液晶セル１０の外周部は、モー
ルドフレーム２０の内周部（すなわち、モールドフレーム２０の第２の突起４８よりも内
側の部位）に支持されている。
【００４６】
　ベゼル２２は、枠状に構成されており、液晶セル１０の主面１０ｂ（すなわち、背面１
０ａとは反対側の面）側における外周部を覆うようにして配置されている。ベゼル２２及
びモールドフレーム２０はそれぞれ、複数のネジ（図示せず）によってリアフレーム８の
開口部８ａに締結されている。
【００４７】
　なお、フロントキャビネット６は、ベゼル２２を覆うようにして、複数のネジ（図示せ
ず）によってリアフレーム８に取り付けられている。
【００４８】
　［光学シートの支持構造］
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　次に、図３～図８を参照しながら、上述した３枚の光学シート１８をリアフレーム８に
支持する構造について説明する。図３は、３枚の光学シートを示す斜視図である。図４は
、表示装置の一部を分解した状態を示す要部分解斜視図である。図５は、支持部材をリブ
に取り付ける前の状態を示す要部斜視図である。図６は、支持部材を示す斜視図である。
図７は、支持部材をリブに取り付けた状態を示す要部斜視図である。図８は、３枚の光学
シートをリアフレームに支持させた状態を示す要部斜視図である。
【００４９】
　まず、図３を参照しながら、３枚の光学シート１８の各々の構成について説明する。図
３に示すように、拡散シート３８の上端部には、上方に向けて突出した一対の突出部５２
が設けられている。一対の突出部５２は、間隔を置いて配置されている。一対の突出部５
２の各々には、長円形状の支持孔５４が設けられている。
【００５０】
　レンズシート４０の上端部には、上方に向けて突出した一対の突出部５６が設けられて
いる。一対の突出部５６は、間隔を置いて配置されている。一対の突出部５６の各々には
、長円形状の支持孔５８が設けられている。
【００５１】
　保護シート４２の上端部には、上方に向けて突出した一対の突出部６０が設けられてい
る。一対の突出部６０は、間隔を置いて配置されている。一対の突出部６０の各々には、
長円形状の支持孔６２が設けられている。
【００５２】
　なお、上述した一対の支持孔５４、一対の支持孔５８及び一対の支持孔６２の各々のＸ
軸方向における配置間隔は、ほぼ同一である。
【００５３】
　次に、図４～図７を参照しながら、リアフレーム８の構成について説明する。図４に示
すように、リアフレーム８の上端部には、３枚の光学シート１８に向けて突出する一対の
リブ６４が設けられている。なお、一対のリブ６４の各々は、３枚の光学シート１８を支
持するために、リアフレーム８に元々設けられているものである。一対のリブ６４のＸ軸
方向における配置間隔は、上述した一対の支持孔５４、一対の支持孔５８及び一対の支持
孔６２の各々のＸ軸方向における配置間隔とほぼ同一である。なお、説明の都合上、図４
では、一対のリブ６４のうち一方のみを図示している。図５に示すように、一対のリブ６
４の各々は、断面が横長の十字形状となるような形状を有している。
【００５４】
　図４及び図５に示すように、一対のリブ６４の各々には、支持部材６６が取り付けられ
ている。支持部材６６は、キャップ状に構成され、且つ、断面が横長の十字形状となるよ
うな形状を有している。なお、支持部材６６は、例えばポリスチレン等の樹脂で形成され
ている。支持部材６６のリアフレーム８側の端部には、支持部材６６の径方向外側に延び
るフランジ部６８が設けられている。さらに、図６に示すように、支持部材６６のリアフ
レーム８側における端部には、凹部７０が設けられている。凹部７０は、リブ６４の形状
に対応した形状を有している。凹部７０には、リブ６４を挿入することが可能である。図
７に示すように、支持部材６６は、リブ６４が凹部７０に挿入されることにより、リブ６
４の外周部を覆うようにしてリブ６４に取り付けられる。
【００５５】
　次に、図７及び図８を参照しながら、３枚の光学シート１８をリアフレーム８に支持す
る手順について説明する。まず、表示装置２の製造工程において、リアフレーム８を金型
により成型する。その後、図７に示すように、一対のリブ６４の各々に支持部材６６を取
り付ける。さらにその後、図８に示すように、一対のリブ６４の各々に取り付けられた支
持部材６６を、拡散シート３８の支持孔５４、レンズシート４０の支持孔５８及び保護シ
ート４２の支持孔６２の各々に挿入する。これにより、３枚の光学シート１８は、一対の
リブ６４の各々に取り付けられた支持部材６６から吊り下げられるようにして、リアフレ
ーム８に支持される。リアフレーム８に支持された３枚の光学シート１８は、上述したよ
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うに、相互に重ね合わされた状態で、導光板３０の主面３０ｂを覆うようにして配置され
る。
【００５６】
　なお、図４に示すように、一対のリブ６４の各々に取り付けられた支持部材６６は、モ
ールドフレーム２０によりリアフレーム８側に押さえ付けられる。これにより、支持部材
６６が一対のリブ６４の各々から抜け落ちることがない。
【００５７】
　［表示装置の動作］
　次に、上述した表示装置２の動作について簡単に説明する。複数のＬＥＤ３６の各々が
点灯することにより、複数のＬＥＤ３６の各々から光が出射する。複数のＬＥＤ３６の各
々からの光は、導光板３０の側面３０ａに入射する。導光板３０の側面３０ａに入射した
光は、反射シート３２で反射されながら導光板３０の内部を伝播し、導光板３０の主面３
０ｂから出射する。導光板３０の主面３０ｂから出射した光は、拡散シート３８、レンズ
シート４０及び保護シート４２をそれぞれ通過した後に、液晶セル１０の背面１０ａに入
射する。液晶セル１０の背面１０ａに光が照射されることにより、液晶セル１０に画像が
表示される。
【００５８】
　なお、複数のＬＥＤ３６の各々が点灯することにより、複数のＬＥＤ３６の各々は発熱
する。複数のＬＥＤ３６の各々からの熱は、配線基板３４、両面テープ及び装着部２６を
介して放熱部２４に伝達される。放熱部２４に伝達された熱は、空気中に放熱される。
【００５９】
　［効果］
　次に、本実施の形態の表示装置２により得られる効果について説明する。上述したよう
に、支持部材６６は、リブ６４の外周部を覆うようにしてリブ６４に取り付けられている
。これにより、表示装置２の製造工程において一対のリブ６４の各々に離型剤等の油が付
着した場合であっても、３枚の光学シート１８の各々が一対のリブ６４に直接触れること
がないので、油が３枚の光学シート１８の各々に滲み出すのを抑制することができる。そ
の結果、３枚の光学シート１８の各々の油汚れに起因する、液晶セル１０に表示される画
像の画質低下を抑制することができる。
【００６０】
　さらに、上述したように、支持部材６６のリアフレーム８側における端部にはフランジ
部６８が設けられているので、３枚の光学シート１８の各々がリアフレーム８に触れるこ
とがない。これにより、表示装置２の製造工程においてリアフレーム８に離型剤等の油が
付着した場合であっても、油が３枚の光学シート１８の各々に滲み出すのをより効果的に
抑制することができる。
【００６１】
　なお、支持部材６６に離型剤等の油が付着している場合には、支持部材６６に付着した
油を除去する脱脂処理を行えばよい。このとき、支持部材６６を脱脂処理するための洗浄
装置は、リアフレーム８全体を脱脂処理可能な洗浄装置と比べて小型のもので済むので、
支持部材６６の脱脂処理に要するコストを低減することができる。
【００６２】
　（実施の形態２）
　次に、図９及び図１０を参照しながら、実施の形態２に係る表示装置の構成について説
明する。図９は、実施の形態２に係る表示装置の支持部材をリブに取り付ける前の状態を
示す要部斜視図である。図１０は、実施の形態２に係る表示装置の支持部材をリブに取り
付けた状態を示す要部斜視図である。なお、以下に示す各実施の形態において、上記実施
の形態１と同一の構成要素には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００６３】
　図９に示すように、本実施の形態の表示装置２Ａでは、一対のリブ６４Ａの各々は、断
面が十字形状となるような形状を有している。なお、一対のリブ６４Ａの各々の横幅（す
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なわち、Ｘ軸方向における幅）は、上記実施の形態１における一対のリブ６４の各々の横
幅よりも小さい。
【００６４】
　図９に示すように、支持部材６６Ａは、キャップ状に構成され、且つ、円筒形状を有し
ている。支持部材６６Ａのリアフレーム８側の端部には、支持部材６６Ａの径方向外側に
延びるフランジ部６８が設けられている。さらに、支持部材６６Ａには、支持部材６６Ａ
の軸方向（すなわち、Ｚ軸方向）に支持部材６６Ａを貫通する貫通孔７２が設けられてい
る。貫通孔７２の直径は、リブ６４Ａの直径に対応した大きさである。図１０に示すよう
に、支持部材６６Ａは、リブ６４Ａが貫通孔７２に挿入されることにより、リブ６４Ａの
外周部を覆うようにしてリブ６４Ａに取り付けられる。
【００６５】
　本実施の形態では、上述した実施の形態１において得られる効果に加えて、次のような
効果を得ることができる。支持部材６６Ａは円筒形状を有しているので、支持部材６６Ａ
をリブ６４Ａに取り付ける際に、支持部材６６Ａのリブ６４Ａに対する回転方向の向きを
考慮する必要がない。これにより、支持部材６６Ａをリブ６４Ａに取り付ける作業を効率
良く行うことができる。
【００６６】
　（実施の形態３）
　次に、図１１を参照しながら、実施の形態３に係る表示装置の構成について説明する。
図１１は、実施の形態３に係る表示装置の支持部材をリブに取り付けた状態を示す要部斜
視図である。
【００６７】
　図１１に示すように、本実施の形態の表示装置２Ｂでは、支持部材６６Ｂは、キャップ
状に構成され、且つ、円筒形状を有している。支持部材６６Ｂは、例えばゴム等の弾性復
元力を有する弾性材料で形成されている。支持部材６６Ｂのリアフレーム８側の端部には
、支持部材６６Ｂの径方向外側に延びるフランジ部６８が設けられている。支持部材６６
Ｂのリアフレーム８側と反対側の端部には、テーパ部７４が設けられている。さらに、支
持部材６６Ｂには、支持部材６６Ｂの軸方向に支持部材６６Ｂを貫通する貫通孔７２が設
けられている。支持部材６６Ｂは、リブ６４Ａが貫通孔７２に挿入されることにより、リ
ブ６４Ａの外周部を覆うようにしてリブ６４Ａに取り付けられる。なお、リブ６４Ａの形
状は、上記実施の形態２のリブ６４Ａの形状と同一である。
【００６８】
　本実施の形態では、上記実施の形態１と同様の効果に加えて、次のような効果を得るこ
とができる。上述したように、支持部材６６Ｂは弾性材料で形成されているので、拡散シ
ート３８の支持孔５４、レンズシート４０の支持孔５８及び保護シート４２の支持孔６２
の各々の周縁部は、支持部材６６Ｂの外周面に食い込むようになる。これにより、３枚の
光学シート１８の各々の支持部材６６Ｂに対する動きが抑制される。その結果、３枚の光
学シート１８の各々が互いに擦れるのを抑制することができ、擦れに起因する３枚の光学
シート１８の各々の表面の傷付きを抑制することができる。
【００６９】
　さらに、上述したように、支持部材６６Ｂのリアフレーム８側と反対側の端部にはテー
パ部７４が設けられているので、支持部材６６Ｂを拡散シート３８の支持孔５４、レンズ
シート４０の支持孔５８及び保護シート４２の支持孔６２の各々にスムーズに挿入するこ
とができる。
【００７０】
　（実施の形態４）
　次に、図１２及び図１３を参照しながら、実施の形態４に係る表示装置の構成について
説明する。図１２は、実施の形態４に係る表示装置の支持部材をリアフレームに取り付け
る前の状態を示す要部斜視図である。図１３は、実施の形態４に係る表示装置の支持部材
を示す斜視図である。
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【００７１】
　図１２に示すように、本実施の形態の表示装置２Ｃでは、リアフレーム８には、上記実
施の形態１～３で説明したリブ６４，６４Ａに代えて、支持部材６６Ｃをリアフレーム８
に取り付けるための一対の突部７６が設けられている。一対の突部７６の各々は、断面が
十字形状となるような形状を有している。なお、説明の都合上、図１２では、一対の突部
７６のうち一方のみを図示している。
【００７２】
　図１２及び図１３に示すように、支持部材６６Ｃは、支持部７８と、支持部７８のリア
フレーム８側の端部に設けられた取付部８０と、を有している。支持部７８は、断面が十
字形状となるような形状を有している。取付部８０には、突部７６の形状に対応した形状
を有する凹部８２が設けられている。凹部８２には、突部７６を挿入することが可能であ
る。上述した支持部材６６Ｃは、３枚の光学シート１８（図８参照）を支持するためのリ
ブとしての機能を有している。なお、支持部材６６Ｃは、例えばポリスチレン等の樹脂で
形成されている。
【００７３】
　図１２に示すように、支持部材６６Ｃは、突部７６が凹部８２に挿入されることにより
、リアフレーム８に取り付けられる。さらに、支持部７８は、３枚の光学シート１８の各
々の支持孔５４，５８，６２（図８参照）に挿入される。
【００７４】
　本実施の形態の表示装置２Ｃでは、次のような効果を得ることができる。上述したよう
に、３枚の光学シート１８の各々は、リアフレーム８に取り付けられた一対の支持部材６
６Ｃに支持される。そのため、表示装置２Ｃの製造工程においてリアフレーム８に離型剤
等の油が付着した場合であっても、３枚の光学シート１８の各々がリアフレーム８に直接
触れることがない。これにより、油が３枚の光学シート１８の各々に滲み出すのを抑制す
ることができる。
【００７５】
　なお、支持部材６６Ｃに離型剤等の油が付着している場合には、支持部材６６Ｃに付着
した油を除去する脱脂処理を行えばよい。このとき、支持部材６６Ｃを脱脂処理するため
の洗浄装置は、リアフレーム８全体を脱脂処理可能な洗浄装置と比べて小型のもので済む
ので、支持部材６６Ｃの脱脂処理に要するコストを低減することができる。
【００７６】
　（実施の形態５）
　次に、図１４及び図１５を参照しながら、実施の形態５に係る表示装置の構成について
説明する。図１４は、実施の形態５に係る表示装置の支持部材をリアフレームに取り付け
る前の状態を示す要部斜視図である。図１５は、実施の形態５に係る表示装置の支持部材
をリアフレームに取り付けた状態を示す要部斜視図である。
【００７７】
　図１４に示すように、本実施の形態の表示装置２Ｄでは、支持部材６６Ｄは、支持部７
８Ｄと、支持部７８Ｄのリアフレーム８側の端部に設けられた取付部８０Ｄと、を有して
いる。支持部７８Ｄのリアフレーム８側と反対側の端部には、一対のフック部８４が設け
られている。一対のフック部８４の各々は、取付部８０Ｄ側に向けて延びており、且つ、
支持部７８Ｄを挟んで略対称に配置されている。一対のフック部８４の各々は、弾性復元
力を有しており、互いに離隔する方向に付勢されている。取付部８０Ｄには、突部７６の
形状に対応した形状を有する凹部８２Ｄが設けられている。凹部８２Ｄには、突部７６を
挿入することが可能である。上述した支持部材６６Ｄは、３枚の光学シート１８を支持す
るためのリブとしての機能を有している。なお、支持部材６６Ｄは、例えばポリスチレン
等の樹脂で形成されている。
【００７８】
　図１５に示すように、支持部材６６Ｄは、突部７６が凹部８２Ｄに挿入されることによ
り、リアフレーム８に取り付けられる。さらに、支持部７８Ｄは、一対のフック部８４の
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各々が互いに近接する方向に弾性変形された状態で、３枚の光学シート１８の各々の支持
孔５４，５８，６２に挿入される。図１５中の矢印で示すように、一対のフック部８４の
各々は、その弾性復元力によって、支持孔５４，５８，６２の各々の周縁部に弾性的に押
し当てられる。これにより、３枚の光学シート１８の各々の支持部材６６Ｄに対する動き
が抑制されるので、上記実施の形態３と同様の効果を得ることができる。
【００７９】
　以上、本発明の実施の形態１～５に係る表示装置について説明したが、本発明は、これ
らの実施の形態に限定されるものではない。例えば、上記各実施の形態をそれぞれ組み合
わせるとしてもよい。
【００８０】
　上記各実施の形態では、表示装置が液晶テレビジョン受像機である場合について説明し
たが、表示装置は、液晶テレビジョン受像機以外に、例えばパーソナルコンピュータ用の
液晶モニタ等でもよい。
【００８１】
　上記各実施の形態では、光学シートを３枚配置したが、これに限定されず、光学シート
を１枚、２枚又は４枚以上配置することもできる。
【００８２】
　上記各実施の形態では、支持部材を背面部材としてのリアフレームに取り付ける場合に
ついて説明したが、支持部材を背面部材としてのヒートシンクに取り付けることもできる
。この場合、支持部材は、例えば、リアフレームに設けられたリブ及びヒートシンクに設
けられたボス（突起）にそれぞれ取り付けられる。これにより、光学シートは、リアフレ
ームのリブ及びヒートシンクのボスから吊り下げられるようにして、リアフレーム及びヒ
ートシンクに支持される。
【００８３】
　上記実施の形態１～３では、支持部材のリアフレーム側の端部にフランジ部を設けたが
、このフランジ部を省略することもできる。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明の表示装置は、例えば、液晶テレビジョン受像機等として適用することができる
。
【符号の説明】
【００８５】
２，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２Ｄ　表示装置
４　筐体
６　フロントキャビネット
８　リアフレーム
８ａ　開口部
１０　液晶セル
１０ａ，３０ｃ　背面
１０ｂ，３０ｂ　主面
１２　スタンド
１４　ヒートシンク
１６　バックライトユニット
１８　光学シート
２０　モールドフレーム
２２　セルガイド
２４　放熱部
２６　装着部
２８　ＬＥＤバー
３０　導光板
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３０ａ　側面
３２　反射シート
３４　配線基板
３６　ＬＥＤ
３７　クッション部材
３８　拡散シート
４０　レンズシート
４２　保護シート
４４　第１の突起
４６，５０　空間
４８　第２の突起
５２，５６，６０　突出部
５４，５８，６２　支持孔
６４，６４Ａ　リブ
６６，６６Ａ，６６Ｂ，６６Ｃ，６６Ｄ　支持部材
６８　フランジ部
７０，８２，８２Ｄ　凹部
７２　貫通孔
７４　テーパ部
７６　突部
７８，７８Ｄ　支持部
８０，８０Ｄ　取付部
８４　フック部

【図１】 【図２】
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